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平 成 1 7 年 度  第 ２ 回 理 事 会 抄 録  

 
日 時 ： 平 成 1７ 年 ６ 月 2 3 日 （ 木 ） 1 3 : 0 0～ 1 5 : 0 0  
場 所 ： エ ポ カ ル つ く ば  4 階 会 議 室  
出 席 ： 杉 原（ 会 長 ）、中 村（ 春 ）、山 根（ 副 会 長 ）、荻 原（ 事

務 局 長 ）、 冨 岡 、 古 川 、 長 谷 川 （ 監 事 ） 岩 瀬 、 香 山 、

鶴 見 、比 留 間 、松 房 、山 田（ 常 務 理 事 ）、大 熊 、片 岡 、

小 林 （ 正 ）、 長 尾 、 日 垣 、 山 本 （ 理 事 ）、 石 塚 、 毛 束 、

庄 司 （ 部 ・ 委 員 長 ）、 大 瀧 （ 士 会 連 絡 協 議 会 長 ）  
   
Ⅰ 審 議 事 項  
１ ． 第 4 0 回 総 会 次 第 に つ い て （ 庄 司 総 会 議 事 運 営 委 員

長 ） 1 ） 学 会 長 挨 拶 、 議 長 ・ 副 議 長 紹 介 … 鷲 田 孝 保 学 会

長 が 挨 拶 し た 。 議 長 と し て 百 田 貴 洋 氏 、 副 議 長 と し て 平

山 聡 氏 が 紹 介 さ れ た 。 2 ） 総 会 進 行 に つ い て … 日 時 ： 6 月

2 4 日 （ 金 ） 1 6 時 3 0 分 よ り 1 8 時 3 0 分 の 予 定 。 会 場 ： エ

ポ カ ル つ く ば 大 ホ ー ル 。 定 足 数 7 6 2 2 名 （ 平 成 1 7 年 4 月

1 日 付 会 員 総 数 2 万 2 8 6 4 名 の 3 分 の 1 ）、6 月 2 2 日 現 在 、

委 任 状 回 収 7 2 5 0 名 、 定 足 数 に 対 し 3 7 2 名 不 足 し て い る 。

ス ム ー ズ な 進 行 に つ い て 協 力 を お 願 い し た い 。 → 承 認  

 

２ ． 平 成 1 7 年 度 会 員 名 簿 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 会

員 数 の 増 加 に 伴 い 会 員 名 簿 の 発 行 費 用 が 1 5 年 度 で す で

に 1 0 0 0 万 円 を 超 え て お り 、今 後 さ ら に 増 加 す る 見 込 み で

あ る こ と か ら 、 ア ン ケ ー ト 調 査 及 び 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ を

通 じ て 意 見 を 募 集 し た 結 果 、 高 額 な 支 出 を 抑 制 す る こ と

に は 賛 成 だ が 、 全 廃 に は 反 対 で 、 現 行 の も の に 代 わ る も

の を 求 め る 声 が 多 か っ た 。 そ れ ら の 意 見 と 費 用 対 効 果 を

考 え 、 現 行 の 名 簿 か ら 幾 つ か の 項 目 （ 目 次 、 会 員 数 集 計

表 、 各 部 ・ 委 員 会 名 簿 等 ） を 削 除 、 印 字 ポ イ ン ト を 小 さ

く す る 等 に よ っ て ス リ ム 化 を 図 る 。 ま た 、 協 会 役 員 、 部

長 ・ 委 員 長 、 連 絡 協 議 会 長 、 士 会 事 務 局 、 養 成 校 、 会 員

が 勤 務 す る 全 施 設 （ 約 7 0 0 0 ヶ 所 ）、 賛 助 会 員 に 各 1 部 無

条 件 配 布 す る が 、 個 人 会 員 に は 希 望 者 に の み 無 料 配 布 す

る 。理 事 会 承 認 後 、実 務 者 研 修 会 、協 会 ニ ュ ー ス 、協 会 ・

士 会 ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 広 報 す る 。 8 月 3 1 日 申 込 締 切 、 1 0

月 1 5 日 発 行 予 定 。              → 承 認  

 

３ ． 会 費 収 納 の コ ン ビ ニ 併 用 に つ い て （ 石 塚 財 務 部 長 ）  

会 員 数 の 増 加 に 伴 い 、 未 収 会 費 の 占 め る 割 合 が 増 え て き
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て お り 、 未 収 会 費 を 減 ら す 対 策 と し て 会 費 振 込 方 法 を 郵

便 局 と コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 併 用 形 式 を 導 入 し た い 。 振

込 手 数 料 は 協 会 負 担 と す る 。 一 括 納 入 し て い る 士 会 に つ

い て は 、取 り 扱 い に 差 が 出 な い よ う に 各 士 会 と 協 議 す る 。

銀 行 引 き 落 と し に つ い て は 、 手 続 き の 煩 雑 さ と 引 き 落 と

し を 希 望 し な い 方 が あ る こ と を 考 え て 導 入 し な か っ た 。

コ ン ビ ニ 収 納 代 行 シ ス テ ム を 利 用 し て 、 未 収 金 の 回 収 率

が 高 く な る か ど う か を 検 討 し た い 。 収 納 代 行 会 社 は 2 社

に つ い て 総 合 的 に 比 較 し た 結 果 、 ダ イ ヤ モ ン ド フ ァ ク タ

ー 株 式 会 社 と 契 約 す る 方 向 で 進 め た い 。     → 承 認  

 

４ ． 高 校 生 向 け 広 報 ビ デ オ の 活 用 方 法 に つ い て （ 松 房 ・

山 本 広 報 担 当 理 事 ） 作 業 療 法 士 と い う 職 業 の 魅 力 を 紹 介

し 、 若 い 優 秀 な 人 材 が よ り 多 く 作 業 療 法 士 を 目 指 す よ う

に 促 す た め に 、 高 校 生 向 け ビ デ オ を 活 用 す る 。 高 校 へ の

働 き か け と し て ダ イ レ ク ト メ ー ル を 送 付 、 養 成 校 へ の 働

き か け と し て D V D 1 巻 無 料 提 供 及 び 原 価 販 売 を す る 。各 士

会 へ D V D 1 巻 ・ ビ デ オ ２ 巻 、高 校 生 ア ン ケ ー ト 結 果 等 の 情

報 を 提 供 し 、 士 会 の 広 報 活 動 に 利 用 し て も ら う 。 ダ イ レ

ク ト メ ー ル 用 の チ ラ シ （ 案 内 文 ） の 文 言 等 に つ い て 意 見

が 出 さ れ た 。 文 言 に つ い て は 今 後 さ ら に 検 討 を 加 え る 。  

→ 承 認  

 

５ ． 士 会 の 技 術 研 修 会 に つ い て （ 山 本 士 会 組 織 担 当 理

事 ・ 大 瀧 士 会 連 絡 協 議 会 長 ） 技 術 研 修 会 の 充 実 を 望 む 声

が 多 く あ る が 、 各 士 会 が 独 力 で 事 業 と し て 開 催 で き る よ

う に な る ま で 内 容 ・ 技 術 の 伝 達 、 講 師 の 調 整 等 の 支 援 が

必 要 で あ る 。 今 年 度 「 成 人 片 麻 痺 者 に お け る 時 期 別 ア プ

ロ ー チ 」 の 技 術 研 修 会 を 7 ヶ 所 （ 宮 城 県 ・ 茨 城 県 ・ 石 川

県 ・ 山 梨 県 ・ 和 歌 山 県 ・ 高 知 県 ・ 山 口 県 ） で 開 催 予 定 。

前 年 度 開 催 し た 研 修 会 の マ ニ ュ ア ル 化 、 各 開 催 士 会 へ の

伝 達 、 講 師 調 整 等 の 支 援 を 行 う 。 企 画 準 備 ・ 調 整 費 と し

て 協 会 よ り 援 助 す る 。 た だ し 、 予 算 案 に つ い て は 詳 細 な

積 算 根 拠 を 示 す 必 要 が あ る と の 意 見 が 出 さ れ た 。 → 承 認  

 

６ ． 福 祉 用 具 研 修 カ リ キ ュ ラ ム ・ 資 格 付 与 に つ い て （ 長

尾 機 器 問 題 担 当 理 事 ） 福 祉 用 具 ・ 住 宅 改 修 関 連 研 修 会 企

画 と し て 以 下 を 企 画 し た 。 ① 基 礎 研 修 Ⅰ （ 1 2 時 間 、 全 国

3 ヶ 所 開 催 予 定 、6 月 中 に 内 容 確 定 し 年 度 後 半 に 実 施 ）②

基 礎 研 修 Ⅱ （ 4 5 時 間 、 プ ロ グ ラ ム を 1 0 月 ま で に 作 成 ）
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③ 応 用 研 修 （ 4 5 時 間 、 来 年 度 、 生 涯 教 育 基 礎 コ ー ス 自 由

選 択 枠 で の 開 催 に 向 け 調 整 ） ④ 介 護 保 険 関 連 研 修 会 （ 7

時 間 、 熊 本 県 ・ 島 根 県 ・ 関 東 地 方 に お い て 協 会 主 催 で 開

催 予 定 ） ⑤ 調 査 ・ 研 究 ・ 開 発 （ 2 2 . 5 時 間 、 平 成 1 8 年 度

内 容 の 検 討 ） 基 礎 研 修 Ⅰ 、 Ⅱ 、 応 用 カ リ キ ュ ラ ム 履 修 者

に 対 し て 「 福 祉 用 具 ・ 住 宅 改 修 適 合 指 導 員 」「 福 祉 用 具 ・

住 宅 改 修 専 門 相 談 員 」（ 案 ）等 の 資 格 を 与 え る 。他 団 体 主

催 の 研 修 会 履 修 者 に 対 し て は 、 研 修 内 容 を 勘 案 し て 認 め

る 。 ど の 研 修 会 を 認 め る か は 、 機 器 問 題 担 当 理 事 が 検 討

し 、 理 事 会 に 諮 る 。 認 定 作 業 療 法 士 ま で の カ リ キ ュ ラ ム

の 時 間 数 等 と あ る 程 度 整 合 性 を も た せ て 、 福 祉 用 具 に つ

い て は 社 会 か ら 求 め ら れ て い る 業 務 で も あ る の で 、 専 門

作 業 療 法 士 制 度 と 齟 齬 の な い よ う な 形 で カ リ キ ュ ラ ム を

つ く っ て い た だ く よ う に 教 育 部 に 提 案 し て い る 。    

→ 承 認  

                              

Ⅱ 報 告 事 項  
１ ． そ の 他 （ 松 房 ・ 山 本 広 報 部 担 当 理 事 ）「 身 体 障 害 分

野 広 報 ビ デ オ 」 試 写 。 作 業 療 法 士 の 定 義 、 文 言 や 音 声 、

ナ レ ー シ ョ ン の タ イ ミ ン グ 等 に つ い て 今 後 修 正 を 加 え る 。

ナ レ ー タ ー の ゲ ラ を メ ー ル 添 付 で 送 る の で 、 意 見 を い た

だ き た い 。  


